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新薬に関する調査

コンプライアンスの遵守
（法令を守った⾏動を
とること または 誠実な

企業であること）

医療⽤医薬品の
安定供給

新しい医療⽤医薬品
（病医院で処方される
医薬品）やワクチンの

研究開発の促進

医療⽤医薬品に関する
⼀般市⺠・患者さん・
ご家族への情報提供

病気に関する⼀般市⺠・
患者さん・ご家族への

情報提供
患者団体への支援 社会貢献 雇⽤の拡大

※スコアは「あてはまる」 ※「全体」スコアで降順ソート
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6割の回答者が「新薬やワクチンの研究開発の促進」を製薬企業に期待していると回答。
「コンプライアンスの遵守」をはじめ、「医療⽤医薬品の安定供給」「新薬やワクチンの研究開発」「医療⽤医薬品

に関する情報提供」「病気に関する情報提供」で5割以上の回答。
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製薬企業への期待



新薬に対する意見
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患者団体の活動に積極的な患者さんの約6割が、「たとえ価格が高額になったとしても、
1日も早く必要な患者さんに新薬を使用できるようにすべき」と回答。
⼀方で、「国⺠皆保険制度のため、⾼額な医薬品の導⼊には慎重になるべき」との回答は約3割にとどまる。
全体の回答では、約4割が「たとえ価格が⾼額になったとしても、1日も早く必要な患者さんに新薬を使⽤できるよ

うにすべき」と回答。

国が薬剤費を
補助するような制度を

設けるべき

たとえ新しい医療用医薬品の
価格が高額になったとしても、
一日も早く必要な患者さんに

使用できるようにするべき

国⺠皆保険制度のため、
⾼額な医薬品の導⼊には

慎重になるべき

自己負担額には
上限があるので価格は

気にならない

⾼額な医薬品は
公的保険の対象外にする、

あるいは自己負担を
増やすべき

※スコアは「あてはまる」 ※「全体」スコアで降順ソート
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患者団体の活動に積極的 n=124
たとえ新しい医療用医薬品の
価格が高額になったとしても、
一日も早く必要な患者さんに

使用できるようにするべき

国が薬剤費を
補助するような制度を

設けるべき

国⺠皆保険制度のため、
⾼額な医薬品の導⼊には

慎重になるべき

自己負担額には
上限があるので価格は

気にならない

⾼額な医薬品は
公的保険の対象外にする、

あるいは自己負担を
増やすべき

※スコアは「あてはまる」 ※「全体」スコアで降順ソート
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(2,065) 57%

20代 (145) 68%

30代 (218) 64%

40代 (326) 62%

50代 (359) 54%

60代以上 (1,017) 54%

    ※参画してみたい・計︓「参画してみたい」＋「やや参画してみたい」

n=

参画して
みたい
・計
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年
代
別
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[⽐率の差]
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ
全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ
全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ
全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

n=30以上の場合
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回答者の約6割が医薬品の政策決定に参画してみたいと回答。
政策決定への参画意向をみると、「参画してみたい」が21%、「やや参画してみたい」が37%で、参画意向が

過半数以上を占める。
年代別にみると、年代が低いほど参画意向が⾼い傾向で、20代は参画意向が約7割にのぼる。

参画してみたい・合計︓57%

医薬品に関する政策決定プロセスへの参画意向

参画してみたい
21%

やや参画して
みたい
37%

あまり
参画してみたく

ない
29%

参画してみたく
ない
14%

全体 n=2,065 年代別
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(2,065) 47%

20代 (145) 31%

30代 (218) 46%

40代 (326) 45%

50代 (359) 50%

60代以上 (1,017) 49%

   ※不⼗分・計︓「⼗分だと思う」＋「やや⼗分だと思う」

n=
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⼗
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・
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日頃服薬している
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ない

[⽐率の差]
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ
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n=30以上の場合

n=(2,065)

⼗分だと思う
10%

やや⼗分だと思
う

41%

やや不⼗分だと
思う
34%

不⼗分だと思う
13%

日頃服薬している医
療⽤医薬品はない

2%

回答者の約半数が医療用医薬品の情報が不⼗分だと回答。
医療⽤医薬品に関する情報量に関して、「不⼗分だと思う」が13%、「やや不⼗分だと思う」が34%で、約半数

が不⾜していると回答。
年代別にみると、20代は⼗分だと感じている割合が他の年代よりも⾼い⼀方、50代以上が他の年代より⾼い

傾向。

不⼗分・合計︓47%

医療用医薬品に関する情報量

全体 n=2,065 年代別
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Q9 あなたにとって患者さん中⼼の医療とはどのようなイメージですか︖以下のそれぞれについて、あなたの考えにあてはまるものを選んでください。 SA

半数以上の回答者が“患者さん中⼼の医療”として、「医薬品や病院に関する情報を
容易に⼊⼿することができること」と回答。
「いつでも相談できるサポート体制がある」「医薬品や病院に関する情報を容易に⼊⼿することができる」「医療従

事者と対等に対話ができる」「最新の治療を常に受けることができる」が半数以上の回答。

全体 n=2,065

患者さんが必要な時に
いつでも相談できる
サポート体制がある

患者さんが
医療⽤医薬品や病気に

関する情報を容易に
⼊⼿することができる

患者さんが医療従事者と
対等に対話ができる

患者さんが最新の治療を
常に受けることができる

医薬品の選択を含めて
患者さんが治療方針の

決定に関与できる

医療⽤医薬品に関する
国の政策決定のプロセス
に患者さんが参画する

※スコアは「あてはまる」 ※「全体」スコアで降順ソート
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患者さん中心の医療のイメージ
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Q7 これからの日本にとって、以下の産業はどの程度大切だと思いますか。 SA
医薬品産業が⼤切と回答した割合が約8割で最も高いスコア。

全体 n=2,065

医
薬
品

通
信

電
気
・

電
子
機
器

化
学

運
輸

工
業
機
械

A
I（人

工
知
能
）

石
油

建
築

⾦
融

（銀
⾏
、

保
険
）

鉄
鋼

自
動
⾞

観
光

繊
維（ア

パ
レ
ル
）

※スコアは「あてはまる」 ※「全体」スコアで降順ソート
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これからの日本に大切だと思う産業


